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ウォッチレシーバー BE3330
かんたん取扱説明書
Web掲載用 A4版（主要操作を中心に整理）

この資料について

この資料は、BE3330の主要な操作・設定をA4縦向きでまとめた簡易ガイドです。初期設定、基本操作、通知、設定変更、
困ったときの確認ポイントを中心に掲載しています。安全上の注意や保証・修理条件については、メーカーが公開する最
新情報もあわせてご確認ください。

まず確認すること

1. 充電する

・初めて使う前に充電します。

・磁気式充電ケーブルを本体背面に
接続します。

2. 画面を表示する

・腕を上げる、またはキー操作で画
面を表示します。

・画面はタッチ操作に対応していま
す。

3. 接続する

・Visitシステムやスマートフォンと
の接続設定を行います。

・必要な通知の種類や表示方法を確
認します。

主な機能

時計表示 複数のウォッチフェイスに変更できます。

Visit通知 ドアベル、電話、赤ちゃん、火災警報などの通知を光・振動・画面表示で確認できます。

サイレント / ナイトモー
ド

通知音や振動を抑えたい場面、就寝時などの使い方に合わせて切り替えできます。

タイマー / アラーム 日常のリマインダーとして利用できます。

メーカー資料情報: Revision BE3330_032MAN3.0 / 2025-09-11発行
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1. 充電と基本操作

充電する

・磁気式充電ケーブルを本体背面の充電端子に合わせます。

・充電が始まると画面に状態が表示されます。

・充電端子やケーブルに汚れ・水分がある場合は、乾いた布
で拭いてから接続してください。

画面を表示・操作する

・腕を上げると画面が点灯します。

・画面上の項目をタップして選択します。

・上下のキーは、ホーム画面に戻る、前の画面に戻るなどの
基本操作に使います。

画面の見方とメニュー

ホーム画面

・時刻、日付、通知状態などを確認します。

・ウォッチフェイスにより表示項目が変わります。

メニュー

・アラーム、タイマー、通知履歴、サイレントモード、
設定などを開きます。

・操作に迷った場合は、ホームキーでホーム画面に戻り
ます。

ポイント: 画面操作は「タップして選ぶ」「矢印で移動」「チェックで確定」という流れで考えると分かりやすいです。
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2. 初期設定と接続
初回起動時は、画面の案内に従って時刻・日付などを設定します。表示内容は機器の状態やファームウェアにより変わる場
合があります。

時刻・日付の設定

・時刻を選び、チェックボタンで確定します。

・年、月、日も同じ要領で設定します。

・スマートフォン連携時は、アプリ側の設定や同期状態
も確認します。

表示と言語

・最初の案内に従って、表示に必要な項目を選択します。

・後から設定メニューで変更できる項目もあります。

Visitシステム・スマートフォンとの接続

Visitシステムに接続

・Bridge（ブリッジ）や発信器の電源・状態ランプを確
認します。

・時計の案内に従って接続します。

・通知が届かない場合は、距離・電源・ペアリング状態
を確認します。

Bellman Assistアプリ

・スマートフォンにBellman Assistアプリをインストール
します。

・通知設定、接続状態の確認、カスタマイズに利用しま
す。

・Bluetoothを使用する場合は、スマートフォン側の
Bluetooth設定も確認します。
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3. 通知・タイマー・アラーム
通知は、画面表示・色・振動などで確認できます。生活環境や必要な通知に合わせて、通知のオン・オフや履歴確認を使い
分けます。

通知を確認する

・通知を受信すると、対応するアイコンや画面表示で知
らせます。

・通知履歴から、過去の通知を確認できます。

・必要に応じてスヌーズやオフ操作を行います。

通知を管理する

・Bellman Assistアプリや設定メニューで通知設定を確認
します。

・発信器を追加・削除するときは、接続状態を確認しな
がら行います。

・届かないときは、Bridge（ブリッジ）、発信器、スマー
トフォン側の設定を順に確認します。

タイマー・アラーム・サイレントモード

タイマー

・メニューからタイマーを開きます。

・時間を設定し、チェックで開始し
ます。

・終了時の通知は画面と振動で確認
します。

アラーム

・設定した時刻に通知します。

・停止・スヌーズなどの操作は、画
面の案内に従って行います。

サイレント / ナイトモード

・会議中や就寝時など、通知の出方
を抑えたい場面で使います。

・通常設定への戻し忘れにご注意く
ださい。

補足: 通知の見え方・振動の強さ・画面表示は、設定やモードにより変わる場合があります。
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4. 設定変更・文字盤・バンド
設定メニューでは、表示、時刻、通知、画面、リセットなどの項目を確認できます。誤操作を防ぐため、必要な項目のみ変
更すると安心です。

よく使う設定

・日時、明るさ、アラーム関連、画面表示などを調整し
ます。

・設定後は実際に通知が届くか確認します。

注意が必要な設定

・工場出荷時設定へのリセットは、必要なときだけ実行
します。

・安全や接続に関わる項目は、内容を確認してから変更
します。

文字盤の変更
複数のウォッチフェイスから選択できます。見やすさを優先する場合は、
時刻や通知アイコンが大きく表示されるものを選んでください。

バンドの変更
バンド交換時は、小さな部品を紛失・破損しないよう注意して作業しま
す。取り付け後は、外れないか軽く確認してください。

確認ポイント: 文字盤を変更した後は、時刻や通知アイコンが見やすいか確認してください。
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5. 困ったとき・安全上の注意
まずは下記を順番に確認してください。解決しない場合は、販売店またはサポート窓口へ相談してください。

症状 確認すること

画面が表示されない 充電残量、充電ケーブルの接続、充電端子の汚れを確認します。しばらく充電してから再度操作します。

通知が届かない Bridge / 発信器の電源、距離、ペアリング状態、スマートフォンのBluetooth、アプリの通知設定を確認します。

時刻・日付がずれる 時計本体の日時設定、スマートフォンとの同期状態、アプリ側の設定を確認します。

電池の減りが早い 画面の明るさ、通知頻度、ナイトモードや接続状態を確認します。長期使用している場合は、バッテリーの劣
化も考えられます。

アプリと接続できない Bluetoothをオンにし、アプリを再起動します。改善しない場合は再ペアリングを試します。

安全上の重要事項

水濡れ・保管

・シャワー、入浴、水泳など、本体を水に浸ける使い方
は避けます。

・ぬれた場合は乾いた柔らかい布で拭き、充電前に乾い
ていることを確認します。

・高温、多湿、直射日光、ほこりの多い場所での保管は
避けます。

医療機器・ペースメーカー

・ペースメーカーなどの医療機器を使用している場合は、
医師または医療機器メーカーの指示に従います。

・違和感や体調変化がある場合は使用を中止し、医師ま
たは専門窓口へ相談してください。

バッテリー・充電

・分解、加熱、改造、穴あけ、強い衝撃を避けます。

・充電には、指定または推奨されたケーブル・電源を使
用します。

・異常な発熱、におい、膨張、破損がある場合は使用を
中止します。

お手入れ・修理

・乾いた柔らかい布で清掃します。溶剤や研磨剤は使わ
ないでください。

・本体を分解しないでください。修理は販売店または正
規サポートへ相談します。

保証・修理について

詳細な仕様、保証、修理条件、最新の安全上の注意は、メーカー資料または販売店案内をご確認ください。


